
いちごドリルプリント

九州地方 名前

問1 九州地方南部に位置する鹿児島県では、火山噴出物が堆積して形成されたシラス台地が広く分布しています。この土地の「水はけが良すぎる」
という性質を背景として、古くから稲作が制限されてきた代わりに発達した、鹿児島県の農業産出額の半分以上を占める主要な農業部門は何で
すか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 近郊農業による野菜栽培 2. 豊富な地下水を利用した稲作 3. 広大な土地を利用した畜産 4. 温暖な気候を活かした果樹栽培

問2 九州地方の工業発展の歴史と、その後の変化について述べた文として正しいものはどれか。 （2016年 神奈川県公立入試 類似）

1. 九州北部の工業は、地熱発電によ
る電力を主軸として発展しており、
石炭や石油などの化石燃料を一切使
用したことがない。

2. 明治時代から石炭資源を背景に重
工業が発展したが、現在はIC（集積
回路）や自動車工業など産業の多様
化が進んでいる。

3. かつては石油資源の産出によって
重工業が発展したが、現在は環境保
護のために全ての工場が内陸部へ移
転している。

4. 現在も九州北部では石炭が主要な
エネルギー源として採掘され続けて
おり、重化学工業の出荷額が全国1位
を維持している。

問3 九州地方南部や四国地方の太平洋側では、冬でも雪が少なく温暖な気候を利用して、ピーマンやきゅうりなどの促成栽培が盛んに行われていま
す。このような温暖な気候をもたらす主な要因について、海流の性質に注目した説明として最も適切なものを選びなさい。 （2023年 岡山県公立入試

類似）

1. 日本海側を北上する対馬海流が、
対馬海峡を通じて太平洋側に大量の
熱を供給しているため。

2. 高緯度から冷たい水を運ぶ「寒流
」である親潮が、太平洋の沿岸部を
冷やしているため。

3. 大陸沿いに南下するリマン海流に
よって、冬の乾いた季節風が温めら
れるため。

4. 低緯度から熱を運んでくる「暖流
」である黒潮が、日本の南岸から東
岸に沿って流れているため。

問4 九州地方南部に広がるシラス台地のような地形で、標高が高い平坦な面が主に「畑」として利用される理由として、最も適切な説明はどれです
か。 （2020年 静岡県公立入試 類似）

1. 標高が高い場所は気温が低く、稲
の生育に適さないため、寒さに強い
作物を育てる必要があるから。

2. 標高が高い場所は平地よりも日照
時間が短く、水田よりも畑作の方が
収穫が安定するから

3. 火山灰が降り積もった地層は水は
けが良すぎて、稲作に必要な水を保
持することが困難だから。

4. 台地の上は地盤が非常に軟弱であ
り、水田を作ると地盤沈下を引き起
こす恐れがあるから。

問5 九州地方にある阿蘇山は、中央部が円形に大きく窪んだ特殊な地形を持っています。火山活動によって火山灰や溶岩が大量に噴き出したあと、
その場所が陥没してできたこのような大規模な窪地を何と呼びますか。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. シラス台地 2. カルデラ 3. 扇状地 4. リアス海岸

問6 宮崎県では、温暖な気候を利用したピーマンやきゅうりなどの園芸農業が盛んです。これらの作物の収穫時期を、他の地域よりも早めるなどの
工夫を行う主な理由として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. 夏から秋にかけて発生しやすい台
風の被害を最小限に抑え、安定した
出荷を行うため。

2. 冬に降る大量の雪が農作物の成長
を妨げるのを防ぎ、春の間にすべて
収穫するため。

3. 輸入農産物が最も安くなる時期に
合わせ、価格競争で有利に立つため
。

4. 夏の強い日差しを好む熱帯性の害
虫が大量発生する前に、収穫を終え
るため。

問7 沖縄県などの南西諸島で見られる伝統的な住居では、屋根の瓦を白っぽい漆喰（しっくい）で固めたり、敷地の周囲をサンゴ礁の石垣で囲んだ
りする工夫が見られます。このような工夫がなされている理由として最も適切なものはどれですか。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 夏から秋にかけて頻繁に襲来する
台風の強風被害を防ぐため

2. 冬の厳しい積雪によって屋根が押
しつぶされるのを防ぐため

3. 大規模な地震が発生した際の家屋
の倒壊を抑制するため

4. 周辺の森林から野生動物が敷地内
に侵入するのを防ぐため

問8 日本の諸地域の気候を比較したとき、那覇市の平均気温や降水量の特色について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2024年

栃木県公立入試 類似）

1. 年間の平均気温は福岡市などの九
州地方の都市よりも低くなるが、梅
雨や台風の影響で年間の降水量は非
常に多い。

2. 亜熱帯に近い気候のため、年間の
降水量は日本で最も少ない部類に入
る高松市よりも、すべての月におい
て下回ることはない。

3. 夏と冬の気温差が非常に大きく、
札幌市などの北日本の都市と同様に
、冬の降水量が１年の中で最も多く
なる。

4. 年間を通じて気温が高く、１月と
７月の平均気温の差は、内陸に位置
する松本市などの都市と比べて小さ
い。

問9 1960年代の北九州市は、重化学工業の発展に伴って深刻な環境問題に直面しました。この状況を克服し、現在は環境モデル都市として知られる
ようになるまでに行われた取り組みの説明として、最も適切なものはどれですか。 （2017年 長野県公立入試 類似）

1. 地震や津波などの自然災害に備え
、沿岸部の工場地帯を解体して内陸
部へ居住区を移した。

2. 市民、企業、行政が互いに協力し
合い、汚染物質の排出規制や技術開
発によって改善を進めた。

3. 二酸化炭素の排出を抑えるため、
太陽光発電などの再生可能エネルギ
ーのみを全産業の動力とした。

4. 全ての工場を市外へ移転させるこ
とで、工業都市から観光都市への全
面的な転換を図った。

問10 九州地方北部の福岡県から佐賀県にかけて広がり、有明海に面している広大な平野があります。この平野は九州最大の稲作地帯として知られて
いますが、その名称として正しいものを選びなさい。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. 仙台平野 2. 宮崎平野 3. 熊本平野 4. 筑紫平野

問11 鹿児島県において、近年、福岡市や大阪市などの都市部からの観光客やビジネス利用が増加した交通インフラの変化として、最も関係が深いも
のはどれですか。 （2016年 高知県公立入試 類似）

1. シラス台地を横断する日本初の自
動運転専用の高速道路が整備された
こと

2. 桜島と市街地を結ぶ巨大な海底ト
ンネルが開通し、物流が効率化され
たこと

3. 九州新幹線が全線開通し、博多駅
や新大阪駅との接続が強化されたこ
と

4. 県内のすべての主要駅を結ぶ路面
電車網が、新幹線と同等の速度に改
良されたこと

問12 熊本県に位置する阿蘇山では、大規模な噴火によって地下のマグマが噴出した後、地表が陥没して「カルデラ」と呼ばれる地形が作られました
。この地形の利用や特徴について説明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. カルデラの急斜面を利用して、大
規模な稲作や果樹園が展開されてい
る。

2. カルデラの底部には常に水が溜ま
っており、巨大な湖としてのみ利用
されている。

3. カルデラ内には広大な草原が広が
り、牛や馬の放牧が行われている。

4. カルデラの周囲は火山灰が堆積し
たシラス台地となっており、サツマ
イモ栽培が盛んである。

問13 佐賀平野などの農業で見られる、同じ耕地を利用して4月から6月にかけては麦を栽培し、その収穫が終わった後の夏から秋にかけて米を栽培す
るという、1年間に2種類の異なる農作物を育てる方法を何といいますか。 （2019年 山形県公立入試 類似）

1. 単作 2. 二期作 3. 促成栽培 4. 二毛作


